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三菱大容量鐵製イグナイFロン整流器

6Set　2000　kW　1500　V　1333　A　　　　　，　　　　　　　　　　　　　，　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，

イグナイトロソは從來の水銀整流器と同様に，交流を直流になおす整流作月

を行う機器であります．

多極水銀整流器は一つの陰極に封して6，12，18個等の陽極を同＿槽内｝：

有しておりますが，イグナイトロソは1個の陽極と1個の水銀陰極とをfi
え，これに陰随に浸漬せられたイグナイターを有する翠極水銀整流器であζ
ます．

多極水銀整流器と異る驕は軍極構篭になつていること及び鮎弧極の代が
イグナイダー（願弧子）と構する貧導電性材料にて作つた黙弧子を有して・こ

れを陰極水銀中に浸入せしめて衝撃電流を通すと，イグナイターと水銀とa

接鯛部分に於げる電堅傾度が高いために，接鯛賠に火花を生じこれが陰極黒

となつて陽極との間に電流を通じる様になることであります．

從つて，イグナイトロソは水銀整流器の如く，補助陽臨こ依つて常時電褒
を持績せしめず‘：，イグナイター陰極との間に適切なる時期に電流を流／

て、始めて通電することになるので，電璽の調整がこれに依つて出來ること
になります．

特 徴

］．高さが低く，単陽極型でありますから，饗電所の建物の天井が低くてよいことになり，叉タソクを吊上げるクレー

　　ソは小容量のものですみ，或は不要であります．

2．イグナイトロソの豫備器は翠陽極のタソクが2～3個あれば充分で十から，床面積が少くてすみます．副ち6墓ヰ

　　不良の1墓を豫備器の1タソクと交換使用すれば良いのであります．水銀整硫器に於いてはそういうわけには行き

　　ません．

3．小型で箪陽極型でありますから，卑糟内の容積が6豪分加え合せても，同一容量の多陽極整流器より少いことにカ

　　ります．この理由は陽極一陰極面間の距離が短かく，［L又冷却蛇管を挿入して冷却効果を大にしている爲であe，

　　ます．

4．小型でありますから冷却水量が少くてすみます．イグナイトロソは6董のタソクで2，000KWの容量をもたす様に

　　してあり，冷却面は小型なるため比較的少いものでありますから，冷却水は可成り急速度で循還させて冷却効果看

　　きかすことになります．

5．使用材料の賠で2，000KW　1，500　Vの多陽極水銀整流器と比較すると，大饅50％で製作出來ます．その中、普通鐸

　　材は5噸ですが，水銀等はこれに比較すれば120kgといふ様な小重量であります．
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交流電動機より見たる周波敦統一問題
¶

本邦多年の懸案たる周波戯統・一の問題が，最近かなりの實現性を標びて來るに從い，50qe用交流電動機の00N

口用がLばLぱ問題となる．即ち韓用の能不能，仕様の塑更，或は改造の要否；改造の要項等の問題であ

る．然し此の問題は個々の電動機の使用條件，負荷状況から各々の設計内容迄立入らねば，決定的

な刺断を下すことは不可能であるが，此虚には極めて常識的概念的に交流電動機をSO　・vよ

り60～に鱒用する場合考慮すべき一般的事項について述べる・
、　　　　；．

長崎製作所　片　山　仁　八　’部
　　　　　　　　　　　　、

、1・、緒　言　　　　・
，

我國の電力が50～，60・vを併用していた爲に除儀なく

　された損失と不便は蓋し莫大なものである．自口ち爾サイ

　クルを用うる爲に，電動機その他の電氣機器の機種が増

加しその設計，資材，工作上の標準化を阻害すること大

　なるものがある．この上に電麿の黙でも，低匪は200V

　220V，高堅では3．000V，3，300Vと各々2種類があり，

電動機では一出力のものにつき4種類の設計を要するこ

　とNなり極めて不経濟である．小型電動機では此等を一

種類に統一して標準化しているが，此は最悪の條件をも

浦足するものを標準としているのであつて，換言すれば

責材の浪費となつている謹である．又電動機を移動せん

　とする場合周波敷が違ぶ時には，甚だ煩雑な考慮を要し

結線墜更，線輪の魅替え等を要することが屡々あり，そ

　のま入流用出來るとしても電動機の特性上不利な使用状

態となつている課である．職時中は疎開等の爲工場の移

轄が多く，周波敷による仕様憂更のため度々苦しい経験

を除儀なくされたものである．

　tEkの如く周波波数の統一は電氣機械の使用者，・製造老

双方にとつて極めて望ましい事であるが，さて現在使用

申の50・v用電動機を60・vに韓用せんとする場合如何

なる問題を考慮すべきであろうか．

　周波敷を上げると言うことは此れを機械的に見れば回

韓敷の上昇することであり，電氣的に見れば毎極有効磁

束の減少することである．從つて大別して機械的問題と

電氣的問題とに別れる．以下此等の問題について概念的

に論じて見ようと恵うが，電動機もそれによつて騒動さ

れる機械も多種類にわたり，その使用状況も又千差萬別

なので個々の場合については更に具饅的に橡討すべきこ

　とは言をまたない．

2・機械的問題

SONより604eに鍵化すれば回轍は20％増加する．

機械的問題としてはこの回轄歎上昇に俘う出力の増加

機械的強度の問題，危瞼速度，振動に關する問題等に類　　・

別される．　　　　　　　　　　　　　　ノ　　　　’　　　　　　・

ア．出力の問題

電動機によつて騒動される機械の出力は回韓戴に關係す

る。例えば，ポンプ，邊風機等の如くその出力が回韓敷

の3乖に比例するもの，或は往復動窒氣麿縮機捲揚機
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ト

等の如く出力が回韓敷に比例するもの等である．從つて

回韓数が上昇すれば此等機械が先づ過負荷となる．殉に

出力が回轍の3乗に比例するものでは，60％となれば

約72％の過負荷となり機械自髄が使用不能に立到るべ　　・

く，電動機は勿論かNる過負荷使用は不可能である．こ

の様な場合には回轄敷上昇による出力の増加を防ぐ様機

械側を改浩するか，或は電動機を改造して極敷を増すか

の何れかの方法によらねばならない．

電動機としては一般に吹の式が成立する．

　　　　HPaD2LN　　　　　　　　　　　　　　　　　．

　　但しHP＝電動機出力　　　’

　　　’　D＝電機子直径

　　　　　L・＝：電機子鐵心長

　　　　　N＝回韓敷　　　　　　　　　　　・

自口ちD2Lが麩化せず，　Nが増加すれば出力はNに比

例して働ロする筈である・自ロ綻トルク｝こ礪嗣能σ　三

筈であるが此れは他の電氣的條件が浦されている場合に

のみ許される．即ち電堅が周波敷に比例して培加する場
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．；
合にのみ出力を1曾加することが出來る・
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　”II

イ・機械的強度の問題　　　　　＼　　　　　　　　＼！

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 1
回韓部分の回轄敷上昇に件う鷹力の増加とその機械的強
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　∨，？1
度の問題であるn一般に25％過速は保讃されているの

で，60～の常規速度では安全であるが過速度の場合には

注意を要する．　　　’　　　　　　　　　　。　　　’

小ew動機や・遮握の高灘熔量のもの以艇　1
特別に問題となることはない．然し高速度のものでは，

線輪端のバイソド線，溝の視ダクトピ、一ス，通風扇，軸
1

（99）　1
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，　　受等の強度について一鷹槍討を要するものがあり，特殊

∵、tDものでは轄用不能となるものもある・又ベルト蓮轄用

’　　のものでは軸端の強度，軸受部の温度上昇等が問題とな

お　　り易い．

・　ウ・危瞼速度及び振動の問題

　　　此の問題も普通の電動機では特別な考慮を要しないが，

　　　2極機，4極機等では注意を要する．殊に高速度誘導電
∵　　動機で速度制御をなす場合には危瞼速度について注意が

　　　肝要である．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　

　　　一般に500HP程度以上になると機械的問題について

・’ 考慮を擁う可きである．

・　　3．電氣的問題

’　　50～より60～に憂つたために生ずる交流電動機の諸特

　　　性の憂化は次の様に大別することが出來る．

：　　　（イ）毎極有効磁束の減少に俘引敵磁電流’力率の墜

　　　　　　　　　　　　　　　■　　　　　　化．

　　　　（ロ）’漏洩リアクタンスの塘加による各種回韓力及び

　　　　　　起動電流の減少

　　　　（ハ）能率及温度上昇の墜化．

　　．此れ等の墜化も周波敷のみ墜る場合と，周波藪と共に電

　　　匪も鍵化する場合とではその趣を異にする．更に出力と
tH

　　電墜と周波敷が夫々増加する場合もあり得る謹でこの時

’、　は叉別個の問題となる．　　　　　　　　　　　、

　　　　以下主として一定電塵の下で周波敷のみ憂化し，出力

　　　は増加しない場合について述べる．巳口ち定トルク蓮轄で

　　・なく定出力，定電璽の場合について考える．
St

li．・・　　7　磁束密鹿働磁電流並に力率に及ぼす影響

　　　毎極有効磁束は周波敷に反比例する爲に，50・vより00・v
↓

　　　に憂れば磁束及び磁束密度は20％減少する謹である．從
1’

　　て働磁電流は當該電動機の飽和曲線に鷹じて減少する．
’

i，1’i，、講⑳機に於ては閣放型・糊型防醐等保護

　　　方式の簡箪なものは，冷却効果が大きいために，磁氣飽

1，”．鞭縞くとつてあり・從て蹴蹴の減少す醐合は

　　　大きく，20％よりはるかに大きくなるものと考えて差支
㌦

　　　えない．此れに反し閉鎖通風型，全閉型，全閉外扇型等ir

　　　の保護方式の複雑なものにあつては，磁氣飽和度低きた
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　イ

；罐璽議；欝鷲㌫Σロ㌶㌻震
｝’・

　　磁電流の減少も或程度相殺される．何れにしろ無負荷電

　　洗は25％前後は減少するものと考えて差支えない．無負

ご　　荷電流が減少する爲に力奉は敬善せられる．その割合は

　　個々．の場合について異るが一般に働磁電流の多いもの，

　　2’（100），

、w一ノ　E　L　’ 1∨一 　t　A．　ll

齪ち保護方式の簡箪なものや低速度のもの（極敷の多い

誘導電動機）等に於て力率改善の割合は大♀い．

　同期電動機に於ては，力奉を50～の場合と同一に保

つためには働磁電塵を減少するか，働磁回路の抵抗を増

加する必要がある．叉働磁機が誘導電動機と直結した電

動登電機の場合にはその回轄敷が上昇して襲生電塵が増

加するために，褒電機の働磁を減じて電麿を押えるか，

同期電動機の働磁回路に抵抗を入れて電屋を降下させね

ばならないが，前者の場合には電動襲電機の電塵礎動率

が悪くなつて同期電動機の蓮韓が不安定1こなり易く，後

者の場合には能率が悪くなる．

イ・起動電流及び起動回轄力

・s一
芸……・・一…一・・一・…一………く・）

　　Is＝起動電流

　　Eo＝1次1相電塵

　　ZS＝Vrs2　＋　xs2　＝＝起動時インピーダンス

　　r、・＝起動時抵抗

　　Xs＝起動時漏洩リアクタンス

漏洩リアクタソスは周波敷に比例し抵抗はリアクタソス

に比し少さいので，起動電流は概ね周波敷に反比例して

減少する．

　特殊籠型電動機では起動時に於て抵抗は増加し，リア

クタンスは減少するのであるがその割合は何れも周波敷

に比例する．故に50・vよb－　00～になつた爲に，起動

電流の減少する割合は普通の電動機より幾分少くなり，、

約15％位と考えてよい．

　起動回轄力は起動電流の2莱に比例する周波敷の2粟

に反比例し，50～の場合の約70％に減少する．

籠型電動機に於ては

％・・－31弩1－s）・…％…・一・…一（・）

但し　％Ts＝起動回轄力の定格回轄力に封する百分奉

　　　ris＝1吹に換算した起動時2吹抵抗

　　　　s＝滑り

P・＝re格出力

特殊籠型電動機では減少する率は幾分少くなるその1例

を示すと第1表の如し．

　此慮に注意すべきは（2）式は定格出力に鍵化なき場合

であつて部ち，回轄撒が20％上昇している爲に定格ト

ILクは逆にそれだけ減少しているのである．

　起動トルクの絶封値は
1
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13000V50～ 3000V60～1鋤V60～

超　動　電　流　A 135 118　1 130

超　動　電　流　％ 382 田8　1 405

起動回轄力k酔m 102 725　i 875

起動回轄力　％ ‘68．1 57　1 68．9

最大回轄力％　1 185 157　　i 189

　　　　　　　150KW深溝籠型6極
く注〕起動電流の百分牽は全負荷電流に封するものミし3000Vにて
　　35．3A，6300Vにて32．2A己する．
　　回榑力の百分牽は全員荷回樽力に封するものミし50⑱にて
　　150kg・m　60tVにて127kg・m　Eする．

令

起　動　電　流　A

超動電，流％

超動回轄力kg－m

超動回樽力％

最大回轍力％

200V　50‘v

　133

4］4－－

19．8

96．6

210

200V　60tV，

114

357

12

71

182

220V　60N

126

4父

14．55

862

222

、

　　　　　　　　　20HP　普通籍型8樋
　〔注）　起動電流の百分率は全負荷電流に封するもの己し200Vで

　　　322A220Vで31．9ASする．
．
　　　回樽力の百分奉は全貴荷回榑力に封するものさし50馬にて
　　　20．5kg・m，60tvにて16．9kg－mこする．

　　　　　　　　　　　第1表

　　　　　　3Eo2rlsP
　　　　　　　　　　　　kg－m・…・…一…・一・・（3）　　Tsae
　　　　9．8×4nf（rs2十Xs2）

　　但しP＝極敷

即ち近似的に周波敷の3乗に逆比例するために絶勤値か

ら言えば60～に於てSO・vの約58％に減る．

　此の如く起動回轄力が減少するために加速回韓力が減

少し負荷の反抗回轄力が大きい場合には，起動に長時間

を要することNなり，加速中の護熱量が大きくなつて電

動機を焼損することがある．例えば第1園の如くトルク

特性が愛化すれば，加速トルクが全般的に減少すると共

にトルク曲線の鞍部に於て特に減少が甚しく起動時間が

2eo
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乾
カ
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第　1　圖

交流電動機より見たる周波藪統一問題’・片山

　　　　　　　　　　　　　　㌧℃　　　，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　c　　，　L七り

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　烈

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　τ∪
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・：i
著しく長くなつて種々の故障の原因となる・負荷側の’ 川
GD2の大なるものに於ては特に注意を要する．

を課欝驚㌶繁雛議鵬；鶏
巻線にて起動する同期電動機では電源電麿を上昇する以
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　］
外適當な方法はない．　　　　　　　　　　　　　　　　　『’‖

ウ・最大回轄力

誘導電動機の定格回動力に勤する最犬回韓力の百分奉は　　轡

X式によつて賊られる．　　　　　　　　　’㍉
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，［

二゜×ピ鷲⇒∵1
　　但し’ん＝働磁電流　　　　　　、

　　　　　x＝1吹1相に換算した漏洩リアクタンス

　　　　　ro・＝1吹1相抵抗

（4）式でroはxに比して小さく，Lnx，／2はEoに比べ

て小さいために最大回轄力は大膿に於て漏洩リアクタソ　ニ

スに逆比例すると考えてよい．EPち50～より60‘vに

なれば約20％減　　少．　　　　　　　　　　　　　一

　然し（4）式では60～となつても定格出力は増加しな　　Jl

いものとした場合であつて，％Tmの基準となる定格回

轄力は回韓敷が槍加した割合だけ減少しているのであ

る．最大回轄力の絶樹値は周知の如く次式によつて得ら

れる．

T・m一 豆9R，隠，〆祠・一一…て・・、：｛

　此式に於て　　　　ro＜x　　　　　　　　　　　　　　t

　とし，Xは∫に比例するとすれば　　　　　　　　　川

　　　　　　　　1　　　　　　　　　　　　］
　　　　　　Tma
　　　　　　　　f2　　　　　　　　　　　　　　　　　　　蟷

即ち50～より60avとなればTmは69・5％に減少す　　’X

る・以上の％Tm及びTmに闘する事項は同期電動機

に随用される・　　　　　　　　　　　i
此の如く最大回韓力が減少すれば，・過負荷耐量が減少し　　1
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ゾう
負荷鍵動率の大なるものにあつては蓮韓の安定度が劣化　　　」

する．特に同期電動機の最大回韓力は誘導電動機ほど大
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’㍗
きくないのが普通であつて脱調の問題に注意を要する課

である．

エ．損失，能率，温度上昇

（1）、損　失

抵抗損は電堅出力に鍵化なければ殆ど一定である．

鐵損は一般に亥式により與えられる．

　　Mi　＝＝　KlfB1°6十K2f2B2・P・…　■■…・・一・・・…　’・・・・・・・…　（6）

ヒステリシス損を表わす第1項は，電as－一定で周波敷が

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（101）5　・

、
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却

’憂れば幾分減少するが第2項の渦流損には影響はない．

全饅的に見て電堅が一定ならば周波敷が饗つても鐵損に

大した墜化はない．　　X　　　　’

　機械損の申，風損は速度の3剰こ比例し摩擦損は速度

に比例するのであるが，普通の電動機では機械損全饅と

、して速度の1．5莱位に比例する．高速度電動機では機械

損申風損の占める率が大きい爲にこの割合は増加する．

　　（2）能　　率
‘

　　以上の如く損失全瞳としては幾分増加するので，能牽は
ぷ

　　いくらか低下する諜であるが，最大1～2％であつて實
ユ　　際上問題とするに足らない．

’”　　（3）温度上昇
ノ

　　温度上昇の黙から見ると熱損失に殆んど鍵化なきに反し

　　通風冷却効果が増すので温度上昇は低下する．故に此の

　1∵融から見ると電動機の出力に幾分昧裕が出來る課である

・1・（、渇歴が周漣に比肌て増力・する齢

　　一般に電氣機械に於ては次の關係が成立する．

　　　　　　E＝4．44K，．fNφ×10－s　Volt
k　　　・

　　　　但し　E＝電機子1相電塵

ご　　㌫鷲敷　麗竃磁束
　　從つて

　　　　　　φL　1　　．旦×108
　　　　　　　　4．44KwN．〉　　　　　

－

　4、44K？りN　∫

　　故に電璽と周波敷が互に比例して増減すれば，毎極磁束

　　撒には壁化なく，從つてその電氣的特性も大饅に於て同

1（　．一とみなされる．50～より60・Vとなる場合電塵が此れ

　　に比例してignilすれば，他の特性に愛化なく50～の場
）il’

‘1・，

｛・　　　脚

ト・∵

‖∴’

F

l、　　　　§

硫　　§
『．

［

［，t

‘

電　1堅V 3300

周波数・・150
一次電流Al32・7
二次電流　A　　166
無負荷電流　A　　10．2

短絡電流　A　　160

×10Max．　　2640
アンペアターン　　1496

漏洩リアクタンスΩ　　　11．4

鐵　　　損　W　　3231

機　械　損　W　　1300

一次銅損W　6390
二吹銅損W　4220
全　損　失　W　14．141

出　　　力　W149．2CO

入　　　力　W163．341
能　　　卒　％　　91．4

力　　　率　、％　　88．6

最大回輯力　％　　254

最大出力　％　　226
滑　　　　　　り　　％　1　　2・59

3300　　　3000　　　3000

　　60

　32．1

　160
　7．77

　135
　2200

　1138

　13．7

　2793

　1510

　5200

　3910

18．413

149200

162．613

91．8

90．3

217

198

2．65

50

35．4

178

8．78

146

2404

1288

1L4

2657

1300

6320

4825

15，102

149，20θ

164302

90．7

90

211

187

3．13

　　60

　35．2

　17．5

　6．95

　123
　2000

　1017

　13．7

　2282

　1510
　　　　■　6260

　4680

14．732

149200

163．932

　911
　90．6

　182

　164

　304

　　　　　　　　　　　　　　　　／d
　　　　　　　，　　　　　　．〆／
　　　　　　　　　　　　　　．〆〆
4　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，〆♂’

’・！i会霧纂グ

　＿”＝：ニノ

A
　　＼

／へ．

蹄

20ρ

Iee

tO　　　θ
J6“Pt鼻●け’604，

3000凄ぷ細5θ射

第　2表

ト

［、　4　（102）
1：∵

‘い

Lこ・‘

、

合と同一トルクにて蓮鱒出來ることNなり，回轄敷が増

加しただけ出力を増加することが出來る謹である．

　此れを別の見方よりすれば電歴と周波撒が］強こ同じ割

合で鍵化すれば磁束に増減なく又磁束とトルクρ間には、

　　　　　　　TaφPt　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　／

なる關係がある爲にトルbにも憂化はない．叉

　　　　　　　HPaD2LN
なる闘係より明らかな如く．一の電動機では回韓敏が増

加すれば出力もそれに比例して増加し得る謹である．

　然し普通の場合には電堅が周波敷に比例して働口する

ことは稀であつて，例えば200V　50～が220V　60～～

3000V　50～が3300V　60q．へ墜る程度であつて此の様
t

な場合に周波撒に比例して出力を増加させる事は温度上　ト

昇その他の賭より見て危瞼であ叡一般に小型電動機は

50～，60N爾用に設計されている場合が多いがその場合

にも出力は同一であつて，60～で比較的に樂になると言

う程度である．50・vで温度上昇その他に鹸裕ある場合に

は電甑≡割⇒くなれぽ6°～で噛位の出力aロは

許し得る．　　　、

　命参考の爲に　　　　t
z’）

　20eHP，3300V，50・e，6Pの巻線型誘導電動機を同一

出力にて3300V，00・e，3000V．SOqe・3000V・60～とした

場合の諸特性の麩化状況を第2表及び第2回に示す．

　　三菱電機・第21巻第5號・SEPTEMBER・W47
i



瞬饗熟寧野響亘鷺騨元難翠璽蔑騨郷寮・・こ一野鞭鞭．駆ぞ驚糠簗

●

一一
一

」ノ

●

菱

〈

型 電 と
剰

●

　　　　　　　　　　、
ガソリン不足の｝伏況下輸途難を緩和するためにM池を電源とする電氣自動車が闇心

の的になつて來た今回東京急行髄向として三菱型電氣パスが兜成したのを

機會に電纂自動車の性質並に上記電氣パスの概要等を述べた．　　　　、　　　　　　　・・

1．緒

t

言

■

我が國で電氣自動車が初めて作られたのは昭和4年頃の

ことで，そ璽頃からガソリン自動車との比較は多く護表

されているので今更喋々する必要はないのであるが，そ

の得失を略遠すれば

ア．長　　所

　　（1）蓮轄操作並に構造が簡阜である．從つて壽命が長

”　く（ガソリソ車の5年に圏し10年以上），修理も少くて

　　濟む．

　　（2）静かで，清潔で，『安全で，乗心地がよい．（ガソリ

　　シ車の騒音，不衛生等を嫌う場所に使用できる）．

　　（3）深夜の除剰電力が利用できて，動力費が安い，

イ．短　　所

　　（1）蓄電池の重量が大きくて取扱いが厄介である・

　　特に充電9fを造らねばならない．

　　（2）1充電走行距離が短い・（50～80km）

　　（3）一般に低速で（最大40km／h），登坂能力も小さV・e

，、　等であり，使用路線によつて夫々適當な計書をたてて合

　　理的な蓮用をすれば，その短所を補つて除りある敷果を

　　あげらるものと確信している．　　　　　　一　＼

　　　ガソリン不足に伴い自動車業會では目下大規模な生産

　　と蓮用が計責されているが，今回三菱電機三菱重エ川

　　崎機器製作所，日本建鐵並に日本電池四冠の協同製作に

　　成る電氣バスが完成したのを機會に，その全貌を絃に紹
f

　　介して江湖の御批判を仰ぎたいと思う．

2． 東京急行電鐵向電氣パス仕様

外　形　寸　法

全　　長

　全　　幅
全　　高

轍間距離
　前　車　輪
　後　車　輪（複輸中心間｝

タ　イ　ヤ

7，000mm

2」60mm
2，650mm

1，460mm
1，620mm
32”x6”

●

ノ

伊丹製作所
佐

待

軸　間　距　離
回轄半径（外方前輪に於て｝

登叛能力
蓄　電　池

V㏄M－7型
　電　　墜
　容　量（5時間放電傘）

重　　量
　シ　　ヤ　　シ　　←

　車　饅　重　量

　蓄電池重量
　蓮縛整備に於る重量

バ

藤

鳥

．乗員重量（乗務員2名，定員40名）

定員乗車時に於る絶重量
速度（1時間定格）
電　動　機

MB－2006－A　型
動力樽達装置

2段減速差動傘歯車式
　減　速　比
制　御　方　式
　遠方操作式
　速度制御

ブv”ee装置
　足　　踏
　．手　　勅

舵　取　装　置

■

久

4，100mm
9，000mm
1／10勾配

前進5ノッチ，後進3ノッチ

3．動力源に就いて

’ ．80槽

　160V
126AH

1，910kg
l50ekg
120kg
4，660kg
2，310kg
6，970kg

30km／h

1豪

．9．41

油璽式内面撰張型

積桿式外面璽縮型

　アツカP－　tン式

耀
御

　二1

ス　泓
　　　　　　n
　　　　ハ

　　　　寸

　　　　　・1
　’　　　］1
　　　　　「」

敦　　㌦
　　　　　111

正　　．」
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　　　‘1
　　　　　11

　　　　　　り
　　　　　”，i

　　　　　　　｜
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三菱型電氣バスに操用した蓄電池VGCM－7型（5時間，

放電率126AH）80槽（160　V）を例にとると，この特性

は大髄第1岡に示す如きものである・この蓄電池は重量

1250kg，約14　kWHである．

第1表から見ると重さ1250kgの蓄電池には僅かに15

ガロンのガソリンのエネルギt’一より蓄々られないことが

わかる．換言すればこの電氣バスは僅か1．5ガロンのガ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

ソリシを牧容するために1250kgの重さの，外形も大き

なタンクを取付けた電氣バスに相當することになる．1

　一般に電氣自動車に就いても同様であつて，こ玉に電

氣自動車の根本的な憎みがあるのである．現状の蓄電池

を使つて蓮韓纏費を下げるには厄介な蓄電池の充電と入

換えとをでぎるだけ少くしなければならない．郎ち電力

消費量の多寡が電氣自動車の良否を決定する大きな要素

となるのである．　　　　　　　’　　　　　　　　　　、

4・計　　　書

上述の目標に向つて電氣バスの使用朕態（表定速度，停

（103）5
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電氣バス

’　ガソリンパス

エネルギ’
　　源

　蓄電池’
VGCM－7，
　80槽

ガソリン

原動機
致率

85～89％

23～26％

駆動　置
　損失
（假定）

10％

10％

全敬率

76～80％

20～23％

約50km走
るに要する
＝mネルギー

14kwh

51kwh

蓄電　重量
　又は
ガソリン量

1250kg

1．5ガロン

il

ll’

1，

1｛．’

●

　　蓄電池VGCM－7，
　　　　2espt　　　80槽の容量
　n●叫廟

1　回

車場間隔停車時間・Pt客歎道路の勾配等）により電

動機の容量と歯敷比を次の如く選揮した．

ア．電動機

當赴では既に電氣自動車用標準電動機としてMB－2004－

A型（1時間定格7．5kW，75　V，1100　r．pm．）を多敷製

作してゐるのであるが，電氣自動車の大型比に俘いMB

－2006－A型（1時間定格15kW，150　V，1800　tp．m．），　M

B－2007・－A型（1時間定格15kW，75　V，1900　r。p．m．）の

2種類を標準品として新たに製作を開始した．

　電動機の容量に除裕があれば電力消費量に直接の影響

を及ぼさないが，除裕のない場合には過負荷を避けなが

ら蓮韓しなければならないので電力消費量，表定速度等「

第1表蓄電池とガソリンとの比較

に影響を及ぼすものである・，　　．

今回の電氣バスには上記MB・－2006－A型を採用した．

第2圖は本電動機の特性曲線を示す．　：

イ・歯敦比

電動機MB－2006－A，停車場間隔Kkm，停車時間1
5・sec，車ee重量6．3・t，加速度1．5km！hf・。。，減速度2．5．

km！h／secとして計算を行つて第5圃及第4凹に示すよ

うな結果を得た．

　電氣パスの表定速度は15km／h！sec以下が普通である

から上記の條件では歯数比を大きくする程有利なことが

明らかになる．第5圖は本計責に基く醐曲線である．

一般に歯数比を大きくすると最高速度は小さくなるが，

加速度が大きく，停車場間隔が小さいときは有利で，電

動機の温度上昇も少く登坂力が大である・歯敷比を小さ

くするとその反封となる．之等の闘係は第5圓を見れば

よく判1ることである．

　本電氣バスには諸種條件を考慮して歯敷比を9．41「と

した．

旬

i’

1’／／’／

■

｝1

；二・

L！

i．・

壷・

φぜ琶　　　κ8・2006・A　電且θ動」直岬雪動掲

；禽甲　　せ庄紗抽級
　　　　　工髭瓢’t°つ仰一卿・・…t・・’雌一り

　　　　　　　　　　　　冷　　　　　　電　　　　；｛

第2圃　MB－2006－A　tSU
　自動車用慨動機特性曲線

6　（104）

▲

3
書

量　o・j

／

0・3

　　　　　　　　　　骸
　　　　表定1度

第3圖　表定速度と電力
　　清費量との閤係
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第4圖　歯藪比と電力消
　　費との關係
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塁囎璽響、輝響撒ロ野璽響欝理1際騨騨饗澱解懸縄
／’ 　“．，・　　　・　、　〆　　’　　　ば1

　　　　　　　　　電　亮　ぷ

ウ．運韓計蜜　　瓦

　蓮韓條件：　定　；ee

員乗車時重量約7

t，浦員時重量9．2t

（82名），電動機M

B－2006－A型15k

W（20HP），歯敷、
　　　　　　　　　θ
比9．41，停車時間

20⇔．v　30　sec，　路6泉

（第6圓）．

第5圖
パ　　　　　ぜ

蓮鱒曲線

　この條件で都合よく管業蓮韓できるかどうか詳細に検

討してみた所，定員乗車で表定速度15km／h，満員で

13km／hの蓮績蓮行に支障ないことが解つた・又新宿一
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ハ
代田橋間を1充電で5往復は可能であると推定される．

　之等の戴値は更に電動機及び試蓮韓の詳細な試験結果

によつて再吟味する必要があるが，これより悪くはなら

ないと信じている．1　　　　　　　　　　　　　　　’

与・機械部分の特長

　外観は第7薗に示す・車艘は重量を輕減し而も堅牢と

するためにヂユラルミン板を主材とし，特に強度を必要

とする部分には特種形鋼の骨組を用い，シヤシーとの結

合部には板ゴムを介して振動騒音の防止を計つた．

　シヤシーは第8圖に示す如く形鋼を組合せて形成し，

電動機，蓄電池を始め主要機器を順序よく配列して配線

距離の短縮を計り，不必要な電塵降下の輕減に勉めた．

6．制御方式の概要

制御段戴は前進5ノツチ，

後進3ノッチとし，第9箇　、

に示す如く足踏主幹制御器

を制御して電磁接鯛器（B1，

B2B3，　F1，　F2，　F3，　R）により

，蓄電池，主抵抗器及び電

動機の界磁線輪の接績を麩

更レ圓滑に起動加速する

回に示す．

7．主要電氣機器

ア．電動機（第11圖）

　第4節に概述したMB一

三菱型電氣パス・佐藤・待島、

「一岬・・’∫　一鴛

第6田路　線

第7圖外　観

2006－A型を採用した．

　1時間定格15kW，150V，115A，1800　r．pm．で牛密

閉自己通風型である．歯車側の先端には速度計の歯車襲

置，整流子側の端にプレーキドラムを設けてある．

イ．足踏主幹制御器（第12圖・

制御回路を操作する操作圓筒及び逆轄器を操作するハン

ドルを備えてある．　　　　　　　　　　　　y

第8圓　電氣バスシヤシー外形画

（105）

1ヨ

41：

・”’ i
ii

kl

＼ ．1

’ H

　1‘

＿． Ti

　）／

ヨ

ll

T 乎

↓

㍊

’　lr

　　　、；

　　パ
　　　Ili

　　　、l

　　　iil

　　　’i

　　、d

　　　’］

　　．　’　1’　1：1

7　　、S

　　㌘；1



匿∵
！’

1．’

㍑

、．にでご◎六で三7騨躍三警響㌻1覇鷺響㌻欝璽1「1響鞠
．ww
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　．　　「

足蹟生靹1嘉’番

㌔4づケ

rA’J

M

M

1沖午仲「11

　　　　　　　　　　第9固　電氣パス接績口

r1

ウ．主制御器（s、1，間，
ド

i㌦　　　主回路の開閉を司どる最重要部であつて，2箱より成

．、

　　り，第1箱には逆轄器及び電磁接鯛器（B1，B2，B3）を納

ピ・

　　　、8．保安装置

　　　ア。電磁接鰯器には必要あるものに蓮動襲置を備えてあ

　　　る・この蓮動装置によつて電磁接鯛器B1とB2，B3とは

　　　同時に入り得ない（第9圓参照），由ち蓄電池を短絡する．

・　　ことのないよ5にしてある．又3つの電磁接胸器Fi，　F2，

≠1’　　　F，は同時に入り得ない，EPち界磁線輪を短絡すること

El　のないようにしてある・何れも大麟の生する囎がな
ご　・・よ9にしたのであ・・、

三　　イ・プレーキ蓮動スイツチを備え制動時には制御回路を

　　　開き，（從つて主回路は開く）機器を保護する．

　　　ウ．主回路の過電流による事故を防止するために250A

〆

　　第11固
MB－2006・・A型
電氣自動車電動機

8　（106）
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M

t［，1，IHiltl，｝

渡り

5’・・sチ

M

1川H’州

第10圖・主回路動作順序

llt「，IH，brtl

の主可熔を備えてあるこ

エ．逆韓ハンドルを前後進の何れか一方に廻轄しないと

主幹制御器の操作圓筒は廻轄せず，叉操作圓筒が蓮韓し

得ない機構にしてある．

オ◆『
後進は3ノッチで止める機構とし，後進時の速度上

t

昇を抑えている．

9ボ運韓憂の器具配置

第14圖に示すように違鱒豪は車盟前端右側とし，舵取

ハ γドルを正面位置に，主幹制御器の足踏ペダル及びプ

ーレキペダルは右足の位置に，逆韓器操作用ハンドル及

び手ブレーキハンドルは右手附近に配置し，電流計，電

屋計，速度計，制御スイツチ及び方向指示器開閉器を正

面計器盤に，電燈類のスイツチを右側に纒めてある．警

報器はブザー及びラツパ式を備えてある．

10．試運轄記録

22年5月14日
晴，18℃，北風6ny　IO　m！sec　、

第2京濱國道目蒲線武藏新田附近アス

フアルト鋪装干坦路五反田星製薬前ア

　第13団．
主制御器第1箱
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ロ　ト

・
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㍉

スフアルト鋪装1／20勾配坂路

ア．速度試験

各ノツチの雫衡速度，電塵及び

電流を測定した．これから走行

抵抗を推算すれば第2表の如く

なる．

　第15圖並｝こ第16圖（ま速雇匡％こ

劉する走行抵抗の曲線である、

・ツチ璽慈 ぴ騨電鷲力攣鷲
■

1 10．6 76．5 67．5
　　　　’

4．40 65 2．30 80．0 11．45

2 134 76．0 59．0 4．48 65 2．90 80．0

3 17．5 76．0 8LO 6．08 69 4．17 88．0 12．60

4 28．0 140．0 63．5 8．90 66 6．75 88．5 12二70

5 35．6 144．5 93．0 13．45 78．6 10．60 109．0 15．65

イ’ルーキ試吟麟讐ぽ罐

第2表　速度試験並に推算の走行抵抗

走欝撒

エ．加速試験

試験の結果を曲線圖に表したのが第17田である．

オ．登坂試験

Aii

第3表に示す．

ウ・惰行試験

第纏に示t’

25　7．76　1112

3512∋　1S．7

第3表プレーキ試駿

初速
km／h

惰行距離

　m
卒均減速度
km！h／Sec

卒均走行
　抵抗
＿　kg

　トン當り
卒均走行抵抗
　　kg／t

20 14・－ 1・・3971　78・・ 11．25

25 …1・43・ 85．7 12．30

第4表　　惰1テ試駿

1

1f20勾配坂路で

試験を行い各ノ

ッチのZF衡速度，

電塵並に電流を

記録して第5表

の結果を得た・

（此の速度の測

定は幾分不正確

である）．

11．結言

三菱型電氣パス

の概要並にその

試験成績は以上

遮べた所である

が，電氣バスと

しての實際の成

果は今後の管業

蓮轄に侯たなけ

ればならない．

要するに電氣自

三

第17薗　加速試験記鋒

第14圖運韓蔓

，－

　t、㌣

ノツチ

2

3

4

5

t

登坂速度
km／h

5．4

7，8

14，6

18，7

電歴
V

63

62

136

132

電流
A

〕

160

191

163

196

’，θ0

3
：e°

　6σ

　　ov　　　　 tV　　　lo　　　30te　 　ao
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　　第15価　走行抵抗

三菱型電氣パス・佐藤・待島
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第16圏　トン行抵抗

　　　　　　　　　　　第5表　登坂試験

動車はその長所，・短所を熟知し，その使用條件及び使用

方法が適切であれば交通難打開に十分の敷果を表すもの　　．’，；t

であることを確信する．この意味に於て當赴は電氣自動

車の早急多量生産を行うと共に幾多の研究，改良を加え　　　・‘

て杜會の要求に答えたいと念じている家第である．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，i
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！　　本酷1ま繍により製作途上でnt）られた2・・KV…，・0・KVA糎器の
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相愛麿器内部電位振動

安 藤 安 二

　　　1．緒　　　言
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　　　終職により製作途上に於て打切られた210KV　110，000

　　　KVA麩塵器の内部電位振動を過渡現象直覗装置を用い

，，　　て測定し，且つ現下資材節約及び既設憂塵器の格上げの

、ノ 見地より，超高塵邊電に迄箪捲墜塵器の使用の是非を論

　　　ぜられて居る折柄，該憂膣器を軍捲接績となし内部電

　　位振動を測定した．猶を實際の使用状態に合わせる爲に

　　　套管の容量を假定し，又線路の接績された場合も假定し

　　　保護用遊雷器の動作した場合も假想して各種の場合を測

　　定した・その結果を報告する．

II．供試塑壁器の仕様特徴並に設置状況

・ この麩堅器は141，500KVA，3φ，60Nと言ふ大容量愛

一‘。：‘uazaz．、　z　uauada　　　　厘器の計書が中

　　　　　　　　　　　　　　　」ヒとなり，易‖に

　　　　　　　　　　　　　　流用する爲に設

　　　　　　　　　　　　　　計愛更になつた

　　　　　　　　　　　　　　　もので，その仕

　　　　　　　　　　　　　　様は
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m

③
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第1圖　110，000KVA
童璽器巻線配置（1相分）

　　　　　　　　　　　厭
中　　　庄

〆灰
’

中　　　　’丘三　， 中　　　　丘二

島　　反 高　　丘
：

中　　　　　辰ご 中　　　　台

．
直視襲
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第2固捲線配置

　一次　　210KV　星　100，000KVA
　：二央　　161－154－147

　　　　　KVA　　星　100，0（XOKVA

　三吹　　　11KV　三角　20，000KVA

であり，碕一吹・二次とも中1坐鮎の絶縁

耐力を線端の1／V3に低下してある．斯

くして，責材，纏重量とも先の14万キ

ロと全く同様なもので，その大きさと一

次二吹の電塵の高いことから言つて世界

的記録品と云ふ事が出來るのである．捲

線配列状況は第1圖に示す．

　それが終職と共に製作途上にて打切ら

れ，現在は第2圖に示す如き配置にて，

捲線は氣中にあり，且つその直上に厚い
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鐵板が載せてある・其魔で三亥捲線は，画撃試験の場合

は常に短絡接地と同一｝伏態であつた．倫ほ捲線は一相分

．15噸もある亘大なもので，場所の關係その他の事情に

より三相に積み重ねる事が出來ず，第2圖の配置にて測

　　　　　　　ざ定した爲に，三相衝撃試験の場合は測定線が長くなり，

且つ測定は全部氣中に於ける状態であるが，之を以て實
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　へ

際の完成状態を推定出來ると考える．
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ぽ・

1・測定回路

1・11軍相試験

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　此の場合の結線は第5圖に示し，
　　　　　し　　　　　　　　　　　　　　　

・恥

ゆ・

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’　　　　　及び二次に同時に衝撃波を印加した場合であり，（i）．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　～（iv）及び（vi）は極性の同じものが加わり，（V）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　は反封極性のものを加えた．（F）は中性鮎にて載断゜

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　して，．申性鮎側の避雷器が動作した場合を假想した

1・2．三相試験

・（の

⑥

　　　　ゆ

㈹ 第5圃

　　　　　　　　　　し

皿【．仕様遍リの結線による電位振動測定

翠相及び三相の各種の場合に就き測定した．
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⑧ 竺 128 第二表 （ロ） 三相中璽側より印加

D（iiγ 8 竺 ’塁 ③
④
竺 器 固番階二1檀1振幅陣

％
考

③
④

元　　　
；6

．

B（ii） 一①② 元
199 A（i） ①②

：
｝ll 分歴　　5KΩ

一一E（i）
一．一　
①
②
③

竺一 11830 ③
④
⑤

40

1竺

76
100
81

⑬⑤ 竺30 器62 2KΩ

④ 一・：三＿ 23 B（iiγ ① 10 100 A（i）’ 8 一 100 分歴
E（ii）

σ②③ 1800 1！2　0

一　

②
③
⑬

丁90
1970

③

1；35 1言40 5KΩ
2KΩ

F（i）
　

σ 40 100 単A（｛v）① 35 14 35 55

②
③
｝88 ③， B（iii） 一一①

③
駕 1°8 A（i）” ①

③
：
100
103 分麿なし

F㈹ 　　⑬
＿一一一i3 1》1 軍A（i’） ⑬ C（1） ①

②
1る 100
70

⑧ 一
＝＝

106
115

一
＿．．・　 一一 　一

F（iii）
一
①1 25 100 ！軍A（i）①

｜③　一

一
70 A（ii） ⑬ 40 100 分歴5KΩ

　　2KΩ
②
③・

；81 ③
②
一一C（i）’ 1⑧ 1▲8 100

33 ⑧

竺40 80
50
34

一一一 ③ 120 38 一一一F（iv） ①
②｜
銘 1！2 声A㈹㊧ ‘．c1）一

一
20 A（iiy ⑬ 10 100

分歴
③i 50 37！ 一＿一⑥一

．’

C（ii） ③ 一
100 竺 i菱

5KΩ w
一　G（1） ⑬ 一

100 軍B（輌v）（i）
1③

竺 64
44

⑧
40 39 2KΩ

⑬でア1

：70
90
30
・・ 1

②
③④ ④

‘⑤一．一 元
100
70

　　　A（ii）” 　－8 竺 118

分歴なし

一
⑤ 40 50

① 10 100
Gω〃
②
③
④

竺竺 100‘
篇43　　一
¶一・

C（ii）’1

　　　②
‘③

④

竺80 》§55 A（iii） 一＿⑬③④ 竺§8 1112730

分麿
　　6KΩ・
　　2KΩ

．．

一
：⑤ 80 50

G（ii） ① 60 1eo 一

②
③
石

191・一一－一一

軍B（ii）8　　　③．「　　　一一

C（iii） ①
②

16；120 100i
l8

A（iiiγ ①
③

；8一 1；928 分墜’　　5KΩ

　　2KΩ
一一’一　 ＿＿二 ③

⑧
G（iii）
① 60 100 一　 20 100

35 31

②
③
30．（100）

　35

；1

軍B（’i’）
⑬　　　⑤

C（iv）
①②③

1元
一

　一一一一b一

A（iii）” 一一③ 二
100
13 券塵なし

④ 30 40 ④ 一　 一一① 一
100 一

⑤ 35 138 ③
D（i）

② 50 110
翠c（壇 9

A（iv） 一一①
③
竺 1器 分麿　　5KΩ

G（iii）’
①，
一

1　100 ③④

硲 元
② ⑤ 37 17 2KΩ

一②
③

6σ

60
35

鴉25
D（ii） 認⑤

：70
｛99123 　　　　一軍C㈹

8　　　③ A（ivy ①
③
③

竺40 19123 分墜　　5KΩ

　　2KΩ謬
一 一40 20

D（iii） ② 70
一
翠C（i）’④

A（輌v）” ⑧ 26 12； 分塵抵抗
なし ’

③ 65
一

、

H（i）
⑬ 一

100
裁噺鮎 ④ 80

一

毬 ．

B（i） σ 25 100 分塵

③
竺 76
40

D（iv） 1 袈 111 ②
③
：

｛； 4KΩ
3KΩ

④ 一
53

3 45 67 第＝表 （ハ） 三相高璽及び

第二表　（イ）三相高璽側印加　　第＝表　（ロ）三相申歴側よU印加
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滅 速 電 機 の 改

t 薩岡工場安 松 靖 彦

1．緒 言

　　　減速電動機は各種減速方式の短所を補い然も高速電動機

tt　　の優秀なる特性を以て低速運韓をなすべく計書された．

　　　所謂電動機鷹用機器の代表的なるもので現在では炭坑々

　　　内の楡邊機並びに選炭場．選鑛場の諸機械は勿論，低速

　　．蓮轄を必要とする凡ゆる機械の原動機として廣く普及使

　　　用されて居る．

　　　　減速電動機の減速方式としては外接歯車方式，内接歯

　　　車方式，ウオ←ム歯車方式，及び遊星歯車方式等があり

　　　之等の中にも夫々減速方法に種々の工夫が凝らされて居

　　　り俄かに優劣を断ずることは出來ない・

　　　　當杜減速電動機は高減速の必要性その他特殊條件のな

　　　い普通の場合に於て最も有利な外接歯車方式申の軍純二

’　　段滅速方法を採用し，製作開始以來既に十敷年を纒過し

t・　ているがその間使用個所毎に最適の型式を選定製作に當

　　　り常に品質の向上に努め特に本機の生命たる歯車に關し

　　　ては歯型設計．工作法。材質．熱虚理に不断の研究を重

　　　ねて居る．

　　　　然し乍ら本機の主な使用個所の一つである坑内の特殊

t’t

　　　　改良型力藍電吻⊇L＿＿

t

事情に合致させる爲には筒改良の除地あり，且又最近の

資材の沽潟状況をも加味しこX｝こ相當廣範園の改良を試

みたので以下改良の主眼貼に就ぎ記述する．’　　　t　　　t

2．油漏防止構造上の改頁

此の種機械の本質上使用面に於て一番間題となるのは歯

車筐内の油が電動機内部に浸入し電動機故障の原因とな

ることで夫々の製作者に於て一懸防止策は講じて居るも

のX完全でなく未だ油漏れの絶無を見て居ないのは遺憾

である．

　當冠に於ては從來より特殊考案に成る油切りを使用し

その効果顯著であつたが坑内切勿の如き悪條件下にあつ

ては借間題が起る事もあつたので，今回改良型構鑑を探

用し油漏れ防止に万全を期した・以下新奮構造に就き簡

軍に記述する．

ア．在來型構造

　第2園に示す如く在來型の球軸受給油は油槽内の油を歯
”　車咬合面の給油と兼用し，所謂飛沫式給油方法を採用し

　　て居るので給油方式自艘としては特別の装置を必要とせ

　　第2岡
在來油漏防止構造圖

lvei1lmpa｛g；

1　電動機軸
2

3

丁
5

6

外扇フアン

プアン覆

肘　軸　受

T’　　第一歯車
9　　樹　車　箆

7・・鞭い3
　　　　　　－iifi

10　歯車筐董

外　　　枠　　11　　軸　受　蓬

h＿■

16

17

18

・・軸受「

第四歯車『ス「
1g惨子蟹

タマ軸受

覆　｝12i低速軸

第三戯車

第二曲車

1・・醍

丁
丁

回樽子戚心

固定　織心

タマ軸受

給油口蓋

24　　油　面　計

第1圖　改艮型滅速電動機構造圖、

20　（118）

　　第3圖
改艮油漏防止構造回
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ず最も簡便である．

　使用時に於ても機器を水干設置状態では例へば坑外選

炭場諸機械の原動機として使用される時は球軸受を越え

て浸入した油は特別な油切り装置により完全に切られ歯

車筐丙に戻されるので，油漏れを未然に防止出來て問題

は起らないが坑内切忽に使用される場合の如く坑内搬邊

時或は移設時等相當の傾斜の状態に於て機器を取扱う事

を避けられぬ場合に於ては遺憾乍ら油が電動機側に浸入

する虞なしとしない．

本構造に於ては約15°電動機側を下げると油が浸入を始

める事となる．

イ．改夏型構造

第3圖は改良型構造を示す，本穣鑓にあつては球軸受室

を油槽と切離し別個にグリPス給油を行うことNし，且

所謂カートリッチ型を探用した．

　本構造では傾斜35°迄は油が絶当に球軸受室に浸入し

ない若し35°を越えて傾けられた場合に於ても電通部の

「ラピンス」にグリースが充瀧して居るので「パッキン

グ」の役目を行い先ず油が浸入しないと思考される．

1改良型は給油を別個に行う黙一見退歩の如く考えられ

るも如何なる使用状態下にありても確實に油漏れを防止

し得ると共に更に，球軸受の保護並びに「アウPt…レー

ス」の回轄を防止し得て此の種機械にあつては本構造の

採用が得策なりと確信する．

5．電動機極敦と減速軸回轄薮の合理的選定

品質を低下する事なく所要資材を節減する事は使用者側

の搬蓬取扱の便のみならず現下の極端なる責材切迫の折

から虞創に考慮を挽う必要あり，この爲とりわけ最も沽

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　口

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　司

渇して居る電氣磁氣材即銅線，硅素鋼板の節減を主眼融

に総合的に再瞼討の結果電動機極敷と最低減速軸回韓敷

を詰ぼの如く渋比　　　　　　　、、：

ア．防爆型　　　　　　　　　　　　，　∀’

元來同一容量の減速電動機の大さは最低減速軸回韓敷に

より左右されるが坑内切羽コンベヤーの輸蓬速度は毎分　　e

25乃至30米位であるので防爆型では從來標準通り，’

50／60～に圏し全負荷に於て毎分30／60回韓と決定し此

の回韓敷を得る電動機極敷脚回轄歎と減速歯車比との種　　「“

々の組合せに於て前記方針に副い，且減速電動機として

の調和をも考慮し6極，減速比1／32に鍵更した．’

イ．非防爆型

非防爆型にあつては使用場所及相手機械の状態からして

防爆型の場合と條件は異り一般に回韓数は幾分高速のも　　’

のを使用出來るので，最低軸回轄敷を50／60～に封し一　　　L

律に全負荷に於て毎分45／54回韓とし電動機は4極減速

比1／32として小型輕量，且割安なるものとした．　　　　り

ウ．部品の互換性

　多撒種中の部分を出來る丈共通化し互換性を與える事は

． 製作上，使用上稗盆する所頗る大なる爲改良型では特に

　此の貼にも考慮を携い計書して居る，即防爆型非防爆型

　に前記の如き最低回韓敷を選んだのでこの關係は丁度減

　速比が同一となり，且機械部分各機素に作用する臆力が

　例えば防爆型10馬力のものは非防爆型15馬力に略相

　當することNなるので，爾者を全く同一部品を使用する

　事とした．此の様に防爆，非防爆型間の部品の共通化を

　計ると共に更にそれぞれの型にありても各容量間に可能

，Zl

匝 1容篤 在　　　來　　　型 改　　　　良　　　’型

一

分 量8 極　藪｜最響毘韓藪｜減速比1轟薯豊 “i最鞠些数陣比」一離魏一　　　　　　　一一一一

非

3 6

防

5 6

7き’　6
爆 10 8

型 15 8，

20 竺

46／54　　　1／21

45！64 1／21

45t54　　　　　1／21

30／36　　　　　1／24

3q／36　　　　　　1／24

30／36　　　　　　1∫24

200　　－一τ 45／54

300　　　　　4 45！54

300 4　　　　45154

400 4　　　　45t54

400 4 45∫64

500 4 45／54

1／32

1／32

1132．

1／32

1／32

1／32

100
＼

200

200

300

400

400

10 8 30／36 1／24 400 6 30／3611／32 400
防

爆

型

15
・　8 30／36 l！24 400 6 3・／3611132 400

20 8 30／36 1∫24 500 6
　　　　　　　1
30／36　11／32 400

第1表　減速電動機標準仕様劃照表
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鳥讐］ 4

3∵L三二里＿．

6

：GM－5－W　l

4，オーバーハング型の採用

5

レ

「 74 GM－7｝－W

10

15

20

GM－10－W

lGM－15－W

lGM・－10－WXl

GM－20－W　l

GM－15－WX　l
　　　　　　　　　　　　　　

’｝GM－20－WX

從來は電動機と歯車筐双方に取付足を設けて居たが改良

型にありては取付足は歯車筐のみとし電動機を歯車筐に

懸垂した所謂「1－一・〈一ハソグ」型を採用した・

　この型の利鮎とする庖は使用者側にありては減速電動

機自艘を設置の儘電動機のみ取外し並びに組立が出來る

事と今一つは基礎が簡翠且小面積で濟むことxなる．

　製作者側にありても從來の如く電動機と歯車筐双方の

中心高さを一敏させる工作，組立上の煩雑さが省かれ釜

する庵大である．

5．結　　　言

表中（1）w…非防爆型を示す
　　　　WX．．防爆型
　　（2）同一枠内は大部分の部品が共通1ピされて居る

　　　　ものを示す

第2表改艮型機種表

、

　な限り互襖性を持たせる様に考慮した．

’　　第2表は大部分の部品が共通化されて居るものを同一

　枠内に表したものであるが全製作機種9種は5種に大別’

　されよく此の目的を達したものと言える．

減速電動機は幾多の長所を有するを以て低速運轄を必要

とする凡ゆる機械の原動機として廣く使用されて居るが

在來のものでは使用取扱上に於ても，叉現下の國情に合

致せしめる爲にも碕改良の除地あるため本文記遊の如く

改良し從來より絶えざる研究の精華に錦上花を添えこX

に完壁を期した，

現在最重要國策として石炭増産に國力を集中しつXある

とき，本改良型減速電動機を茨鑛の第一線に蓬るを得た

ることは最も時機に適したるものと言うべくその活躍は

期して侯つべきものありと確信する．

■■■新製品紹介

容器のまS正味が直ぐわかる自動秤

　鴬眞は食糧其の他，配給制度下に於ける一般家庭に，科學的な

生活の喜びを與える當冠の新製品襲條式自動秤である．是非一量

御求めの上，店頭並びに御家庭の調度品として御備え下さい．

特　　長

1．容器の重量を示した針に目盛盤を廻して0を合わせ，中身を

　　入れNば直ぐ正味重量がわかる．

．2．秤の生命である感度は非常に敏感である．

3．目盛盤は斜面型のため橡針が容易である．

4．優美で堅牢な上に低廉である．

5．持蓮びに便利な様に取手が付けてある．

6．御子様でも容易に正味重量が秤れる．

7．時間の節約により能率的である．

匁　（120） 三菱電機・第21巷第5號・SEPTEMBER・194”
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Heaviside・演算子法に劉する新レい考察と

その電氣回路解析に於ける雁用
（XIII）

本章に於ては，端子装置の無い宇無限長途電線の一般の場

合，L＝0，　G＝0の場合及びL＝0の場合の各々

について一般解或は漸近解を求めてある．

研究所菅 野 正 雄

　　　　　　　　　第IV章

　　　　半無限長送電線G）

（1）端子装置無き場合　　・

第1圓に示す如きe（t，x）＝0，　i（t，　x）＝0，（t＜0・x＞0）な

る牟無限長邊電線の蓬端（x＝0）に於いてt・・Oなる瞬

間，電塵E（t）を印加した場合t＞0に於ける線上の各

黙の電塵及び電流を求む．

Xs　o

、

第1圃

●●■●　o◎

　解：此の場合には（II．3）式及び（II．4）式に於いて

x＝＝＋ooに於いても解が有限なるべ1きことから

　　　　　　　　　At（λ）＝O

であり，叉境界條件は

　　　Fe（λ．0）・・　B1（），）4。（a，　t）－11（6）E（t）

である・以下二．三の場合に就いて考察する．

　（1．a）．　L＝・0，　G＝0．（Thomson　Ca正）1eづ

此の場合（II．3）式及び（II．4）式は亥の如くなる・

：：1：露：ニニ，｝（・〉・）

然るに第IH．篇の公式（8）及び（7）によれば
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　　　一苓一∫曇t一τ）　｛1－erf（～／票ω）｝dr・（≡よ（）J）　　　　〆

　i（・，・・）・一，／長÷∫1。窯三）ぽ琉（；≡；q）

となる．

　特に，E（t）＝E（一定）である時は

：：：：：lll嘉璽）｝’｝ぽ　一

となり，又　E（の＝Esin硯　なる場合には

：ll：：：螺：㌶割

f

、

となる．借此の場合，tが充分大なる時のe（t，x）及び1

i（t，・・）の値Eロち醐値ぽの女口くに導かれる・　　　口

　　　　B・・λ・＝鷲41臨曲碗　’　》li

　　　　　　－R2＋ω・　　　　　　　　　　　一
な繊（醐展開に蜘，III，§IV．，穆照の。と．）．i
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　　　の如く計算される故，θ（t，X）の漸近値は

　　　．・・切一陸一呼・・（c・t－V｛llgex）

　　　◇Q

　　　　　　　　叫恐恩（i，i31，，（・c・x・・2n

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
t

　　　　　　；皇1（，篇｝鴛謬．、（，，舞；綴、，一・）
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　　　となる．同様にしてi（t，X）の漸近値は

　　　　輌一・・ノ晋｛・・…隅・…）・・一…t・・z・｝

xvλ＝イERs」x
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　（1．b）．　L＝　0，　E（t）＝E（r定）の場合

此の場合は

Ft　〈λ，　

x）＝E♂而混〆λ＋恒

ぷ）－Eぽ漏ご゜⌒エ，

となる．故に所要の．解は

　　e（t，　x）　＝＝　Fe（P，　x）　’・1

＝E⊂〆CR咋巾．1

＝Eご一nt　e－、／c万Pお　εnt

　　　　　＝Eε一nt　2＿εイ語万．1

P一η

　　　　　一バて・＋嵩）・一〆σ1戸㍉

　　　　　＝・　E｛・一”‘（・－erf（，／2R・）・

　　　　　　　　　・・∫巨《・－erf（レ票
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⑯

｝（x＞0．v＝G／c）
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（t≧＋Ox＞0）・

　　i（t，x）．・　Fi（P，　x）・1

　　　　－Eノ言w・・イ・……、

　　　　認促咋・＋ρ≒）Vp・イの≡・・

　　　　・一・ノ嘉匿㌔牛）

　　　　　　　　　イ∴弍＋aSx2）　d，－」，

　　　　　　　　　　　＋0
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（t≧＋O，x＞0）

の如く得られる．

筒此の場合の漸近値は吹の如くなる．先づe（t，　X）は

　　e（t，x）＝E｛Wte（t，λ）＋sa＿n・t，　a）｝e－’／blii，／N；　n　x

であるが

　　況o（t，λ）ご〆面〆西ヱ＝⊂ゾ万z，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，

　　Wt．，（’，　R）・－VeR”x’：・F’　i’n　x

　　　－・－n‘　Wt・（・・☆一〆飢

　　　一⊆・嘉（三ノ1（・R・）n／2・・（t，・2）芸
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なる故
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1t ・t’　” ．∴1、’　．∴．』，’・’t・一’t　　　「＋一・tt／，　　・、

　　、’

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ぬぞ　　　　・（t・・x）一・1百≡・ン零い忍緩舗；

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　蕊、（；蒜糾（輌〉・）

　となる．同様にしてi　Ct，　X）は

　　　i（　t，　x）－Eノ艶・（t・・R）＋Wt－n（t・・a）｝

Mλ＋η⊂ゾ・Rシx・…

　　　　　　　　　　　　　　　　　コ　コヨ　　　　　　む　　　　’・”　EVXG－e－viiz；　．－Eノ：戸忍雲；字

CD

　　　　　　　　　蕊11諦潔1・（x＞・）

　となる．

　　（Lc）．一般線路（線路定敷：L・R．c．G．）

　　（II．3）式及び（II．4）式は

　　　　；；　rzr＿Fi：；曇㌧一◎・

　となり，叉．境界條件は
　　　　F，（a，・）＝Bl（a）L。（λ，λ）－11（C）E（t）

　又は
　　　　Bl（D）1（3）＝1（3）E（t）

　である．

　故に撞張された憂位定理と重璽定理とを利用すれば

　（附録（II）参照）．所要の解は

　　　1（；）e（t，　ll）＝＝　B・（D）e－xl”v’（D＋の⊇1（；）

　　　　－Bl（D）・－at　e－・／〆ρ2一β2εαξ1（；）

　　　　一・（　txib）ド・（・÷）

　　　　　・β詩⑭評哩篭蒜繋｝
　　　　　　　　　x／v
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＠＞0），

　　　1㈲‘（ちの　・　　　　　　　’‘　　　、

　　　　　一鵠蒜、‖28・（D）⊂が扉陣・（6）

　　　　　一・（　txlv）ノξ｛・・…e’・ctt…βン岬・

　　　　　　　　・∫‘〔6・・t－…E’・t－・）〕・LC「T

　　　　　　　　　x／v
　　　　　　　　　　　　　・・（βve・：…司…〉・・

　の如くに得られる・

　特に　L，　R，　C，　Gの間にβ　＝0．自口ち　．

　　　　　　　　　　R　　　G
　　　　　　　　　．丁＝下’（＝α）　　　　・

♪

　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

の如き關係ある時は，所謂歪無き朕態が得られるが，そ

れは

：llll：（1遮∴］（崇㍗）

となる．

　　　　　　　　　　　　　，　　　　　　　　　　　　　　．　・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’

Heaviside演算子法に封する新しい考察とその電氣回路解析に於ける礁用（XIII）・菅野

〆

・
y
／’t’i

k　　　　ttt

　〔ll

、

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　■　．

■

附　録　（II）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　：、

摘張された重愚の定理と第III篇の公式（36）とにより　　毒1

　　ε一・1・v（D・・）2－P21（5）

　　　　三ε一c「tε一・；VVP－t－P2　eat　1（6）

一…
D：，D・（　txtv）｛・＋・訂㌣、舗・’｝

　　　　　　　　　　　　　　　xlv

≡百・・（あ）e－・・｛P（あ）・・＋・÷み讐肇ド

≡・刷｛∫’ビ己’・口・）dt

　　　　　　x∫v

・・丁∫三蝶2蒜2）d・）

≡・㈲ト号・・÷£磯蒜軌｝””

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　烏
　＝1（。iv）B1（t，　x）　　　　　　　・

なる故，再び撞張された重璽の定理により

1（6）e（ちめ

一・
叫→：・（⑭・∫‘・・t－・）・…切・・｛

xtv

然るに

B・・・・・・…）一・ピ喋舞罪5　　　1

であるから

　　・（tO）・⑭一・叫吉・（t－x！v）　　　　、：

・・
譲（・ごn・」蒜≡司・（x＞…、・

が得られる・

　叉，．同歳にして　　　　　　、

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　25　　（123）　　　　』∫

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〆t’
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　∠こ



㌣
1！

t　＝　　て 6’　メ E＋．

〆

．　　1（t）i（ちx）

－
thBi（D）咋・＋』三；）十ぷ卵・（；）

一
☆・・（D）1（。lv）声・βw一躍）’

　　　　　・（a2一ヅ浩・βゾ声＝靭吋

　　　　　　　　　x∫v

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、

一・（xf・）Vfl　IE・…e－ec…β・／・’－i・f・・）

t　st［9・（t一τ）十Et（t一τ）〕汽（・唯疵l

e　　　xtv
　　　　　　　　　　　　　　　　　　（疹0）

が求められる．　　　　　　　　　　　　　　　（つづく）

　　　　「三菱電機」纂習藁7月號掲載内容

．　220KV鞠用攣墜器に關する考察・・…木村久男

　　クライドノグラフ（衝撃電墜記録器）……蔭山長三郎

　　市街電車用多段式制御器……………・…・・墾井祓之

　　坑内用高塵油入開閉器付　　　　＿＿．．．松尾　昇
　　　　　　　　　　　　　　　　　　若杉　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　始　　　　　　　　　憂墜器に就いて

　　　　　　　　　　　　　　　　　　樫本俊彌
　　47－D型ラヂォ受信機……………・…・・…糟谷一郎
　　　　　　　　　　　　　　　　　　荻野　完

　　新製品紹介
　　　　　100V600W三菱電氣釜

　　　　　3KW三菱ラヂォヒeタF

「三菱電機」ll29叢ii月號内容豫定

水鰭罐璽議魏。跡離訓一榮
ケルビン’蕊繰磯磁・パ野解
歪ガラスの光弾性試験への一態用…菅野正雄
21°≡鍵纏灘電位鋤…・2tl”it　ms安二

熔鍵製・グナ…ソ整喘…嘉叢饗
箪相整流回路の解析・…　　　　山…・北垣　成一

新製品紹介

■■■新製品紹介

三菱ベルトワツクス
あらゆるベルトの滑り止めに

　特　　　長
★適度の硬度と粘着性とを備えています

★　軟化｝薪は極めて高く，CbO°以

　効　　　能

★凡ゆるベルトのスリツプを

　　完全に防止するので，原動

　　力の搭費を防ぎ，機械の損

　　耗を防止します．

　御使用1法
★　ベルトの摩擦面えzp均に，

　　密着する様に塗ります．

十萬一ワツクスの硬過ぎる場

　　合は，少し加熱して使用一IJ

　　れば，密着も容易で効果も

　1大であります．

1
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